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3)括 黒 と 考 癖
a.喉頭矧土安静呼吸 (quietbreatlhg)での吸息
時,呼息時にはほとんど変化はみとめられず (Fig.1),
僅かながら呼気時において胸骨舌骨筋の前方の喉頭葬の
開口部付近の先粥の狭くなった喉頭へ開口するあたりの
葬が摂動するのが税額された程度であった｡すなわち,
安静呼吸では喉頭矧土呼吸に関与していないものと判断
することができる｡
b.次に,舟孔,口腔を狭搾し,努力呼吸をおこなB
状態での喉研粥の状況を観察した｡その結果,労力吸息
時には畷双頭の退稲が認められ,気茄に教条の放虫ので
きるのが祝賀された｡逆に努力呼息時には喉珊掛土呼息
とともに大きくふくらむのが観察された｡この大きくふ
くらむ状態は外見からの胸部の畔上とともにはっきりと
純系することができた｡努力呼息時のニホyザルのオス
の喉頭頭割土手準大あるいはそれ以上にふくらむ｡
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